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Abstract

Perhaps the mostimportant dutyin modern gas plantsis the accurate

measuring and proportioning of gases■

Theflow of anyfluid may be measured by direct orinferentialmethod･

Today,headmeters,OneOftheinferentialmeans,aremOStWidelyusedin the

processindustries.

Inthisarticle,thewriterdescribes theconstructionplusimportantfeatures

of HitachiRoots Meters,Which affords a directflow measurlng･They are

especiallysuitablefor useinindustrialplants because of permanent accuracy

and dependability.

t二Ⅰ〕緒 言

都市ガス撃㌫貴二l二J~鋸ヒ学工｣み1上■こおいて菊†イ"下)流量を

常時_正確に計量把握するこ±∴描.作i~■り里h∴経済上ある

い:ままた安全__Lか三1∴･/つて必栗:りこ･:べか⊥▲)ざること上:㌔

ってきている.

流量を測定すノニ,ノバ去:主一般に㍑直は計竃法1充*測定

法土二二2大別されて1.､るが,本稿こおいて∴土直接計量法

て,多量の流量を計測積算するニニ過Lた=立′レ←ツメー

ク∴/-)いて廟町二紹介すろ._.

〔ⅠⅠ~｣構 造 作 用

第1図に20,000m3′/bルーツメータJ)外在朴丈iを,第2

図∴大型′レーツメータJ7)偶造を′･存す

作動頂理｣きわJ〕て持郎i巨ご,上,･-†l:んIl上り送入され7~ニ

ガス:t僅少なノ訂[:でl州虹･j~る2†甘ノ)ローダ±ケーシング

旺トド仁H形定容頼空欄憧潤して巨■鮎田l【丈り排出ごれろ

■~Jて,ロータ糾し1廿小転速度によ巾偏肛流巌を,またロ←

タ柚可虹数J捕主貸こよ/)て通過ガス流量を程撒二すろニーニ

ができるわけてある_､

2箇J)ローダ｣三相端し')タイ ングギヤー∴より柑//二l川

三ケーシングおよこごサイドカノ(ト†

ちつつ相接触すろ二三な`′:F･帖てす

lI

tl

そ､〕

J±:二微少なm際せ什

が,そレ7)回転祇拉寸

たわちメークノ､山川…レー)ガスL′)キJl~三上I珊囁レ1)大小がメ←

タ･∴精度せノ】二1′f十ろし1-て,ぷ計製作_仁｣■l去もぎLユが払わ諾し

｣-､↑J｡

*

日立製作所Il【帖工場

(り･ロ ー タ

重量.･轄甘な-i十)て大丁ち【･H二おいて:tソ｣端､=IJ臥-･邦分ほ

~代講銅恒常巨∴,鉦裾軋T)胴体二組､㌣こる軌竜三なって

p一-･ダフニロブイルし1_)精度㍑最も~重要であく)が,倣い切

i■i【jl二研摩㌢二上りノこ嘲軋二甘.､ても,L二作付夏:tグこ差5/100

mmlリ､~卜㌻あろr[い一夕‖td,船端半l■j酢ヒも∴蚕取り焼

鈍土バランス取りが子fわをで∨､ろ-､またガス巾♂､産挨が

仁一中仙宜二堆積してアンバランスが′ト才ごるし′-せ防ぐた

了∴二F-グ〉､り‖ポ=‥工密閉されている

第1区120,000m3/hル
ー ツ メ ← タ

Fig,1.20,000m3/h Roots Meter
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Fig.3.HitachiRoots Gas Meter

(2)ケーシング･サイドカバー

内径の頁円度,フランヂ面い直角度烏∴∴㌧加~t二精度∴

勿論大切であるが,内部の間隙が微少であるから運搬据

付ならびに使用問♂)変形陽吊了二卜分1対策か′α､要てあ

る｡

ケーシング･サイドカバ←二王土も:二鋳鉄製て,ス子-

(/こ1､1L
､

ラ ビリ ン スリング

メ タ ルボ ック ス

ク ラ ッ チ

手斬/､ン F ル

油 而 計
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Large Roots Meter

名

葦 庄 計

ロ

ーラベアリング
ロ

ーラベアリング
(スラストカラ付)
流 量:し積 算 計

軸 受γ~;注一泊器

ポノレト■二多れ■;リナニ'■剛件を増して1.･る 左お歪聴焼鈍

_1二木Jl三証軽か行′_~)てある｡
(3)タイミングギヤ一

冊邪隠掴転抵fん:二大き克影響を与えるL,-また微

少なロータ間隙を汗三L･二保-〕ために:‡背隙量が閃踵とな

耐磨粍辛L二.嘉■んた銑鉄貯ご､勲ゝ姓印綬枯殆:た僻切±ラッ

ヒ■ングが行一_〕てある〕

構造的∴∴2箇_ノ･ロータレリタイ

ためこ特別十王夫が施Lてある｡

(▲)ロータ軸,軸受

ローダ〉-接触む防でためこもタイ

1∴を円滑に十ろた新二も榊レ〉)

-!とれこゴノ㌔⊥ゝJ:㌔1.-､

ンケをl仁碓にごTせる

ンブギヤーレ1噸治

互･と軸芯し′_J狂いは′トさく

L■たか/-て[ニー須晰エロ←クの端面近･:を軸受で支え

ろ構造ヒして-.､ろ｡

紬′受J土j二作精軋■ノl如､シリンドリカル･ローラべヤリ

ングて_け側∴｣2筒:モスラストカラー付としてロータとサ

イドカバー'･接触利巧.ている｡



日 立 ル ツ

タイ ングギヤーとべヤリングが唯一の機械的接触部

分であるからこれらはきわめて余裕のある設計として分

解,点検,交換なごの補修の手間が掛らな-∴.土うに一考辟

してある｡

(5)ラビリンス

計測するガス中には若干の塵挨ヤク←ルなどを含むこ

とが多く,またロータ･ケーシング内面J)沈潜を行う場

合も多い｡

したがってこれら仁)塵挨や洗源油がギヤーボックスや

軸受箱に侵入するぴ_)を防ぐために,ロータ軸がサイドカ

バーを貫通した直後にバイパス室と入念なラビリンスお

よび軸封を設けて,これらの塵挨や洗源油ほサイドカバ

ー下部のバイパス開孔部よりケーシングハ吐出側に【【t然

に流出するようにしている｡

(占)手動回転装置,ロータ洗源装置

ロータの間隙調査や内部清掃のための丁働回転周に-=手

働回転装置を附属している.)

また大形 にはロータ沈澱装置も附属せし打ていこ)｡

〔ⅠⅠⅠ〕性 能 特 長

今ルーツメータ持性草傾向を知るためJ二▼〕ぎし･'､土う;二

.取扱ってみる｡
絞りを通過する流体｣ノ)流量は次式で計眉.され々:ノ∴~j~な

わち

Q=叫'2g(誓｢♪耳) ･(1)

Q=流量 (m3/s)

∝=絞り機構の流量係数

C=流体の膨脹に対する修IE係数

A=絞り機構〔り面積 (m2)

bl=絞り機構前の絶対圧力(kg/m2)又指(mmAq)

♪2=絞り機構後工~)絶対圧力(kg/m2)叉:ま(mmAq)

rl=絞り機構l河の単位体積重量(kg/m3)

いまメータト加■子l;の隙間よりc項斥1;れ量を¢m3/b,[J一

夕とケ叩シソグ間で計量されるガス量をl訊m3./h:ンす

ればメーク補l仁係数は

′= ×100%
.(2)

となる′〕

ロータプロフィルが同一種規正)曲線で形成され,ロー

タ直径とピッチiJ】半径が←定比ヰし二~リレーツメークこ･′γ,

て考えると

忍=ピッチ門半径(m)

β=ロrタ拍二径 (m)

エ=ロー一夕長さ (m)

乃=ロータl可転数(rpm)

p=ロー隼周速度(m/S)

gl=サイドギャップ(m)

及=rニータ閃き_iよびロータと

ケーシング問の隙間(m)

r′=~か二一定

モすれば,ゐl=常数として

¢0=た1･か2･エ･花‥‥‥

▲芸たメータ内部の隙間面積はぁ=常数として

.(3)

ダ=烏2･エ･∂
‥.……………‥∴….(4)

Lたがづ-ニ(1)(2)(3)(4)式より鳥=常数として

1
ヽ/

′=-ゑ･ユ･∈･∴1･り1二重か .(2)一

±なり,γ1,α,∈および差圧(♪1-♪3)とロ←タ周速度-が

ノ}関係がわかればQo上びは比例するから流量が任意に

変化した場.十もー含めてのル【ツメー∵ダの補正係数が求ゆ

られる｡

ここ1)差Jモエロ一項曙速度(そのメrタの回転数乃)が

-･1呈しつ閲旅にある.土き補正係数が一定値となるというこ
､_1+

_l⊥l

あろ｡

隠抑圧･い〕梢姐従認にも応用される重要な事柄でも

第4図才ゴよC:第5図(次頁参照)はロータプロフィル

が円フランクで
β 10 gl 蛮 4

月､=3~･エ∴¶∴β~10,000
なるルドッ

メrダで20〇C,760mmHgの空気と,同温度)f))で空

1し二村する比屯か0.65 なるガスを計量する場合の補~正

係数計算値い例である｡

第4図に∝=1,E=1Lまた第5図は∝=0.6,g=1とし

た場合てあるっ 勿論ルトソメ【タ内部の漏れ甘後難で,

ニノーよ･∴こ簡酌たものではないが,これらの二固からル

ーーツメ←グ,'ノす■‥二､れた特性の傾向はうかがわれる｡
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第4図

Fig.4.
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(∝=1,£=1)



日 立 評 論 計 測

ガ

ガ

〃

守
『
E
⊆
(
㌔
｢
｣
む
)

/

〝 〝 ガ ∬ β ガ 卯 御 厨.兇7 雌 仰.蘭･㌢

仏 %

第5図

Fig.5.
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Correction Factor of Roots Meter
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策6図12,000m3/bルーツメータの補正係数

Fig.6.Correction Factor of12,000m3/h
Roots Meter
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l

第`図に12,000m3/hルーツメータし〉_)空気t∴二よる実測

補｣上係数を,第7図こ試験装置の一例を示す=.本装置しモー

ごとく差圧法によって流長渕完を行う場｢γ･:二ほメータに

接続すむ連結管心太さ,長さH共振を起さな-一､丈うこ慎

重に決定せねばならな1㌧

廿立ルーツメ←∵ダJ)特長を要約すれはつぎu-)上Jl∴な

る｡

(1)ガス比重J)変化,流量J)変化が精度に彬響する

二ろ㍑僅少である.⊃

(2)定格流量Jニ)上lこ広範囲の流量に対して僅少な器

差で測定て

(3)圧力損失が′トさ一汗∴胴恥)ためノ〉差ノ上こ‡100%

流量において25nm水柱,150%流量:二おいて

35～50mm水柱程.度であるで,

.(4)据付位置や流れしJ)条件に対r･j｢る考
あろ.ご

(5)逆流Lても減算するだけてあろ｡

が不必要で

第7図

ル←ツメ←∵ダ試験装置の

一例

Fig.7.

An Example ofTesting

Apparatus for Roots

Meter

(6)構造が簡甲で故障を起しやすい弁や紬隙がな

く,計測するガス中に液体,塵挨,タールなどが

苦十あっても差~支えない｡また構造的こ精度低'~卜

の要素が少く永く高精度を保つ｡

(7)直接計量法としては小型であり構造も簡単で保

守,監禍,補止などの繁雑さがな･こ寿命がきわ♂)

て永く信輔度が高いっ

〔ⅠⅤ〕緯

気体レ1)流量測定法としては従

言

種々し丁)方法が採られて

きたが,靖近最も広く用いられているもし-)∴工流率測定法

小し7)差止法てあろう｡

しかし本稿で紹介したルーツ,メータニよる直接計量法

もl〕了†述J)ようこ柿々のすぐれたキー､l｣三長を持っているのであ

って,粧二島朋閉に捗って工業的に使即する場合にほす

ぐれた流量計であるといえる｡都市牒ス製造~l二場で常州

ンれろけえんである.､

宇γ




